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ま え が き 

 

グラフィックデザイン検定が始まってから、その前身である DTP 検定時代からの歳

月を合わせると、24 年という歳月が流れた。初期の時代は DTP という言葉はまったく

馴染みがなく、何の検定であるのかを質問する学校が多く、検定委員はその言葉の意

味を説明することに時間を割かれ、検定そのものの宣伝はどうしても後回しになった。

それでも検定委員並びに当協会はパソコンの普及から DTP に対する時代の要請を認識

し、この検定の推進にまい進してきた。 

 検定の立ち上げ時期はワープロが普及しており、誰もが手軽に文章作成ができるよ

うになったが、読みやすいことや見やすいことは大切にされてはいなかった。その傾

向は雑誌やムックといった出版物にまで見られた。もちろん写真やイラストといった

ものも大切にされなければならないが、必要な知識のない人でも可読性や可視性を気

にしなければある程度の物が出来上がってしまった。そういったマイナス面を少しで

も解消したいという思いも込めて当検定は進められた。検定内容として、ページデザ

インとしてのレイアウト・文字組版編集・写真やイラストの配置などを理解できるこ

と、また写真製版や校正、印刷、製本、断裁などのグラフィックに関する総合的な理

解をできることを念頭にした。それはグラフィックのものづくりについて、｢いかに美

しいものを作るのか｣という視点でもあった。 

 今現在のグラフィック業界状況は、短納期と価格競争の中でより美しいグラフィッ

クがないがしろにされている。しかしこの先には、また質が求められる時代が来ると

考えられている。 

 ここに、もう１度ものづくりの原点に帰って｢誰にでも喜ばれるものづくり｣に貢献

したい。美しいグラフィックの作成のために寄与し、多くの人が検定に参加するよう

な検定内容にしたいと気持ちを新たにしています。 

 関係各位のご協力と支援により、この検定がますます発展し社会的な評価を得るこ

とを切望してやまない。 

 

                                 平成31年３月 

   公益社団法人 全国工業高等学校長協会 

全国高等学校グラフィックアーツ教育研究会 



Ⅰ．グラフィックデザイン検定試験実施結果（３級・２級・１級） 

 

 １）実 施 日  平成31年１月18日（金） 標準実施日。 

 ２）実 施 校  90 校 

   実施対象校  (公社)全国工業高等学校長協会会員校、及び許可校 

 ３）受 験 者 （３級） 987 名   

                 （２級）  2315 名   

         （１級） 112 名   

 ４）合 格 者 （３級） 645 名 

                 （２級）  1859 名 

         （１級）   8 名 

   （準１級）   6 名 

 ５）合 格 率 （３級） 65.3 ％  

                  （２級）  80.3 ％  

        （１級）  7.1 ％ （実技含む）  

         （準１級）  5.4 ％ （実技含む） 

 

 

 実施については標準実施日を設けてある。しかし、各校の日程に伴い実状を考慮し実施

日とした。また、協会指定週間以外でも届け出ることによって実施日とできる。 

 合格率については、今年度の３級は大きく下がってしまった。一番合格率が高くあるべ

き級なので、検討が必要になる。２級は昨年よりも良くなっており、本来あるべきところ

に落ち着いた成績ではある。１級については今回も若干の改善が見られ、昨年度と同様に

高くなっている。準１級もまったく同様なので、来年度はさらに合格率が大きく上がるこ

とを願っている。１級は受験者数が少ないので、一概には比較できないが、以前に比べて

今回も合格率が若干改善した状況なので、我も続くぞという受験生に期待したい。出題範

囲及び問題レベルについては、グラフィックデザイン検定として、産業界の必要とする状

況に鑑み、さらなる検討が必要であり、これからも毎年善処していく。 

 

 

 



Ⅱ．実技試験について（１級） 

 

 今回も検定時間を90分で実施した。時間が足りないという指摘は毎年のようにあるが、

合格基準レベルは決して上げてはいない。 

１級の合格率は若干改善した状況が続く。実技試験受験者全体のレベルは相当に上がっ

てきている。今年度は引き続き改善が見られた。今年度も受験者の増加を図ることと、検

定の目的を達成させるために、準１級合格制度を用意し実施したが、今回は昨年度と同様

に改善している。今年もあと一歩で１級合格や準１級合格という受験者がいるので。合格

レベルについては受験者の更なる向上が求められる。 

実技試験では、指示書の通りに写真・イラストを配置し、文字組版ルールに則って編集・

組版が出来るかどうかが大きく望まれている。ロゴや表組みの技術やセンスも望まれる。 

 なお、１級の実技試験では機種性能の違いやソフトのバージョンの違いによる差につい

て、まだまだ今後の課題として残されている。 

 

Ⅲ．問題作成にあたって 

 

 今回の第23回グラフィックデザイン検定試験も検定委員会を中心にして行った。また、

問題作成については全国高等学校グラフィックアーツ教育研究会会員校の問題作成委員を

中心に作成した。その際に、問題レベルを下記の程度を基準として実施した。１級受験者

の全体的な力量のアップが認められる状況で、１級の認定者が実社会へ出て行くことは大

変喜ばしいことである。これからもスムーズな検定試験が実施できるよう考えている。 

 検定委員はさらによい検定となることを考え検討している。次回以降の検定試験も問題

のレベルとして以下を目指している。 

 グラフィックアーツ関連の生徒およびグラフィックデザイン・ＤＴＰ教育を受けている

生徒を基準として 

 

  （１級）  高校３学年終了程度 （筆記試験ならびに実技試験） 

 （準１級）  １級と同様 

    （２級）  高校２学年終了程度 （筆記試験） 

    （３級）  高校１学年終了程度 （筆記試験） 

 



Ⅳ．来年度以降へ向けて 

 

 グラフィックデザイン検定に変更し、数回実施したことで時間が経過してきたこと。時

代に合わせた内容の検定にするために、新しく内容を増やさなくてはならなくなったなど

の理由で、新問題集を作成し、検定内容及び出題方法を変更することになった。デジタル

に関しては各問題の中で出題していくこととした。 

 新問題集（以前の問題集に追加されたもの）になって、初めての検定となった。新問題

集は追加されただけなので、出題には注意を払い新問題は２割までとしたので、今までと

同様になり、旧問題集での出題と変更なく対応できた。 

 問題集は解説がつくので、今までよりも理解がしやすくなっている。受験生には活用し

てもらいたい。 

  

 

 

Ⅴ．まとめ 

 

 今回の第23回グラフィックデザイン検定試験にあたっては、問題集の変更に伴い、昨年

同様に新版のみでの問題作成となった。出題内容についてのレベルや問題点についてはさ

らに検討し、形式が違っても次回以降にさらに生かしていきたいと考えている。 

グラフィック業界はハードとソフトの急速な発展と産業界での利用拡大が進行してい

るので、出題内容は毎回検討する必要性がある。特に出題範囲は随時改善が必要であるこ

とを、再度問題作成委員会で確認された。１級実技試験の実施結果については遅れがちな

ので、早急に協会へ返送してくれるよう、次回以降も重ねてお願いしたい。 

１級の試験に臨む場合の注意点として、「すべてが配置されていれば合格できる」とい

うことではないでご理解をお願いしたい。大きさや位置も大変に重要になります。 

 最後に、ＷＥＢ上からの結果報告、さらに１級は筆記試験合格者一覧と、実技作品のプ

リントとデータの両方で提出を求めているので、実施にあたり受験校の担当者には、多大

なご協力を頂いていることへのお礼を申し上げます。 

  

 

 



総 参 加 学 校 名 

0111  北海道滝川工業高等学校 

0113  北海道名寄産業（名寄光凌）高等学校 

0122  旭川実業高等学校 

0120  北海道留萌千望高等学校 

0123  北海道尚志学園高等学校 

0124  北海道札幌国際情報高等学校 

0201  青森県立青森工業高等学校 

0209  八戸工業大学第一高等学校 

0213  青森県立尾上総合高等学校 

0255  青森県立野辺地高等学校 

0309  岩手県立水沢工業高等学校 

0315  岩手県立花北青雲高等学校 

0420  宮城県鶯沢工業高等学校 

0504  秋田県立男鹿工業高等学校 

****  秋田県立聾学校 

0606  山形県立東根工業高等学校 

0608  山形県立米沢工業高等学校 

0610  羽黒高等学校 

0611  山形電波工業高等学校 

0701  福島県立会津工業高等学校 

0702  福島県立小高工業高等学校 

0705  福島県立郡山北工業高等学校 

0710  福島県立二本松工業高等学校 

0714  学校法人尚志学園 尚志高等学校 

0807  茨城県立土浦工業高等学校 

0808  茨城県立波崎高等学校 

0809  茨城県立日立工業高等学校 

0810  茨城県立水戸工業高等学校 

0902  栃木県立足利工業高等学校 



1013  群馬県立前橋工業高等学校 

1014  群馬県立渋川工業高等学校 

1106  埼玉県立川越工業高等学校 

1108  埼玉県立久喜工業高等学校 

1109  埼玉県立熊谷工業高等学校 

1160  埼玉県立特別支援学校大宮ろう学園専攻科 

1205  千葉県立館山総合高等学校 

1303  東京都立荒川工業高等学校 

1312  東京都立工芸高等学校 全日制・定時制 

1322  東京都立練馬工業高等学校 

1327  東京都立町田工業高等学校 

1353  東京都立六郷工科高等学校 

1354  東京都立総合工科高等学校 

1358  東京都立王子総合高等学校 

1379  東京都立桐ヶ丘高等学校 

1380  東京都立葛飾ろう学校 

1381  東京都立若葉総合高等学校 

1403  神奈川県立小田原城北工業高等学校 

1404  神奈川県立神奈川工業高等学校 

1414  川崎市立川崎総合科学高等学校 

1464  神奈川障害者職業能力開発校 

1466  神奈川県立産業技術短期大学校 

1505  山梨県立韮崎工業高等学校 

1507  山梨県立甲府城西高等学校 

1603  新潟県立糸魚川白嶺高等学校 

1618  新潟県立新津工業高等学校 

1703  長野県立池田工業高等学校 

1705  長野県立上田千曲高等学校 

1717  長野県立木曽青峰高等学校 

1719  長野県須坂創成高等学校 

1915  石川県立輪島高等学校 



2102  静岡県立掛川工業高等学校 

2112  静岡県立藤枝北高等学校 

2171  静岡県立浜松大平台高等学校 

2204  愛知県立岡崎工業高等学校 

2215  愛知県立豊田工業高等学校 

2212  愛知県立瀬戸窯業高等学校 

2221  愛知県立碧南工業高等学校 

2225  名古屋市立工芸高等学校 

2227  大同大学大同高等学校 

2231  中部大学第一高等学校 

2254  あいち造形デザイン専門学校 

2301  岐阜県立大垣工業高等学校 

2303  岐阜県立岐南工業高等学校 

2304  岐阜県立岐阜工業高等学校 

2305  岐阜県立岐阜総合学園高等学校 

2307  岐阜県立多治見工業高等学校 

2401  三重県立伊勢工業高等学校 

2407  三重県立名張西高等学校 

2408  三重県立松阪工業高等学校 

2412  三重県立伊賀白鳳高等学校 

2502  滋賀県立国際情報高等学校 

2719  大阪市立工芸高等学校 

2720  大阪市立第二工芸高等学校 

2721  大阪市立咲くやこの花高等学校 

2723  大阪市立都島工業高等学校 

2725  岸和田市立産業高等学校 

2733  大阪府立だいせん聴覚高等支援学校 

2736  大阪府立今宮工科高等学校 

2740  大阪府立城東工科高等学校 定時制 

2745  大阪府立成城高等学校 

2767  大阪市立扇町総合高等学校 



2801  兵庫県立相生産業高等学校 定時制 

2803  兵庫県立小野工業高等学校 

2805  兵庫県立神戸工業高等学校 

2814  兵庫県立姫路工業高等学校 

2816  兵庫県立兵庫工業高等学校 

2823  神戸村野工業高等学校 

2827  兵庫県立龍野北高等学校 

2857  兵庫県立神戸高等技術専門学院 

2865  国立県営 兵庫障害者職業能力開発校 

2869  兵庫県立太子高等学校 

2901  奈良県立王寺工業高等学校 

2906  奈良県立奈良朱雀高等学校 

3004  和歌山県立田辺工業高等学校 

3006  和歌山県立和歌山工業高等学校 

3054  和歌山県立橋本高等学校 

3105  鳥取県立米子工業高等学校 

3106  鳥取県立鳥取湖陵高等学校 

3301  岡山県立岡山工業高等学校 

3303  岡山県立倉敷工業高等学校 

3305  岡山県立玉野光南高等学校 

3306  岡山県立津山工業高等学校 

3313  岡山県玉野市立備南高等学校 

3319  岡山県立高梁城南高等学校 

3360  岡山市立岡山後楽館高等学校 

3403  広島県立神辺高等学校 

3406  広島県立広島工業高等学校 

3412  広島市立広島工業高等学校 

3419  広島県立総合技術高等学校 

3518  山口県桜ヶ丘高等学校 

3607  徳島県立徳島科学技術高等学校 

3703  香川県立高松工芸高等学校 



3708  香川県立坂出商業高等学校 

3709  香川県立善通寺第一高等学校 

3807  愛媛県立吉田高等学校 

3804  愛媛県立松山工業高等学校 

3906  高知県立須崎工業高等学校 

4001  福岡県立浮羽工業高等学校 

4003  福岡県立香椎工業高等学校 

4010  福岡県立福岡工業高等学校 

4014  福岡市立博多工業高等学校 

4021  福岡工業大学附属城東高等学校 

4054  福岡障害者職業能力開発校 

4061  福岡高等技術専門校 

4062  麻生情報ビジネス専門学校北九州校 

4206  長崎県立島原工業高等学校 

4207  長崎県立長崎工業高等学校 

4301  熊本県立天草工業高等学校 

4303  熊本県立小川工業高等学校 

4305  熊本県立球磨工業高等学校 

4306  熊本県立熊本工業高等学校 全日制・定時制 

4307  熊本県立玉名工業高等学校 

4308  熊本県立水俣工業高等学校 

4309  熊本県立御船高等学校 

4310  熊本県立八代工業高等学校 

4312  学校法人 分徳学園 文徳高等学校 

4316  熊本県立水俣高等学校 

4401  大分県立大分工業高等学校 

4413  大分県立中津東高等学校 

4502  宮崎県立佐土原高等学校 

4506  宮崎県立都城工業高等学校 

4507  宮崎県立宮崎工業高等学校 

4510  学校法人大淀学園鵬翔高等学校 



4606  鹿児島県立鹿児島工業高等学校 

4607  鹿児島県立加治木工業高等学校 

4608  鹿児島県立鹿屋工業高等学校 

4611  鹿児島県立川内商工高等学校 

4613  鹿児島県立隼人工業高等学校 

4614  鹿児島県立吹上高等学校 

4615  鹿児島実業高等学校 

4617  鹿児島情報高等学校 

4701  沖縄県立浦添工業高等学校 

4703  沖縄県立美来工科高等学校 

4704  沖縄県立那覇工業高等学校 

4705  沖縄県立南部工業高等学校 

4759  沖縄県立真和志高等学校 



 

 

 

 

 

第２３回グラフィックデザイン検定試験問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※実技試験問題（1 級）については次頁のとおり訂正があります。 



第 23回グラフィックデザイン検定実技試験問題（1級）訂正 

 

1. 誤字及び削除 

指示書 3ページ 【中段の指定】2行目 10文字目を変更 

    ・・・配置する。文中白名のひらがな・・・ 

            ↓ 

・・・配置する。文中城名のひらがな・・・ 

 

指示書 3ページ 【中段の指定】3行目 3文字目から 8文字目を削除 

でをとじ括弧まで → 削除 

 

 

2. 指定の変更 

指示書 4ページ 9行目 28文字目から 31文字目を変更 

  ・・・文字サイズ 8pt（墨 100%）、・・・ 

              ↓ 

  ・・・文字サイズ 8pt（白ヌキ）、・・・ 

 

 

3. 指示の加筆 

指示図左下部、コラム下地の位置指定 

  左 5mm（マージン）から配置する。 
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沖縄と基地問題

首里城

Shyri-jo Castle

④ 2017 年全国年間入城者数 (有料 )

順
位

城名 入城者数

一
位

大坂城 275 万人

二
位

名古屋城 255 万人

三
位

二条城 243 万人

四
位

姫路城 182 万人

五
位

国営沖縄記念公園
181 万人

首里城（首里城地区）

①首里城の歴史             　　　　        

　1429 年に成立した琉球王国の王城で、

戦前は正殿な

首里城に

入る最初の門であ

る。

②世界遺産として                    

　2000 年に、首里城を始めとする沖縄

の 9 つの城やグスクなどが「琉球王国の

グスク及び関連遺産群」

城は魅力的である。

残波岬 大
自

然

　

シ
ー
サ
ー
は
、
古
代
オ
リ
エ
ン
ト

が
起
源

ー
ド
を
横
断
し
、
13
～
15

世
紀
頃
に
中
国

ク
な
シ
ー
サ
ー
な
ど

が
あ
る
。 コ

ム

シ
ー
サ
ー

ラ

(ア)

(イ)

(ウ)

沖縄建築伝統の赤瓦

(ア )南国の強い陽射

(イ )やちむんの里

(ウ )赤瓦の建築

　　　守
しゅれいのもん

礼門 (首里 )

60 度

60 度

52 度
中心

A

B

E

C

「D」は背景です

F

G

data2

1

1 段 6 行
目 よ り 配
置する。

2 段 8 行
目 よ り 配
置する。

15 度

30 度

15 度

マ
ー

ジ
ン

5m
m

マ
ー

ジ
ン

5m
m

段
間

4m
m

段
間

4m
m

アタリ　塔の突起

アタリ　屋根の突起
X142mm、Y27mm

1mm

マ
ー

ジ
ン

5m
m

マージン 5mm3mm

約 2mm 程 度 で
回り込ませる。

X126mm、Ｙ 244mm

X102mm
Y245mm

63
m

m

4mm
3mm

9m
m

35mm

21mm

73mm

B のアタリ
X23mm　Y13mm

C のアタリ
X12mm
Y15mm

約 2mm 程 度 で
回り込ませる。

約 2mm 程 度 で
回り込ませる。

指
示
図

平
成
三
十
年
度　

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
検
定　

1
級
実
技
問
題

公
益
社
団
法
人　

全
国
工
業
高
等
学
校
長
協
会

2mm

アタリ　岩の突起

X102mm

X102mm

Y278mm

3mm

28mm

6mm

約 2mm 程 度 で
回り込ませる。

J

I

H

5mm

アタリ

2

45 度

10mm

74
m

m

1m
m

原点

10mm

1mm

data1

51mm

1mm

44mm

15
m

m

63
m

m

M80%

Y70%

墨 80％

X95mm、縦方向の位置はコラム内均等配置

97
m

m

3mm

M80%　Y70%　墨 80％

34
m

m

2m
m

map

7mm
60mm

20
m

m

3mm

3m
m

1mm

X73mm

A のアタリ
X20mm

Y5mm

公益社団法人　全国工業高等学校長協会
　　　　　　グラフィックデザイン検定 20180104

日本の城シリーズ　Ⅳ







































受検番号 氏名

問１ ① d ② a ③ d ④ d ⑤ d

問２ ① b ② a ③ b ④ d ⑤ b

問３ ① b ② c ③ c ④ d ⑤ c

問４ ① ｄ ② ｄ ③ ｂ ④ ｃ ⑤ ｄ

問５ ① ｄ ② ｃ ③ ａ ④ ａ ⑤ ｃ

問６ ① ａ ② ａ ③ ａ ④ c ⑤ ｂ

問７ ① ｃ ② ａ ③ ｄ ④ ｃ ⑤ ａ

問８ ① ｃ ② ｂ ③ ａ ④ ｃ ⑤ ｄ

問９ ① ａ ② ｂ ③ ｄ ④ ｂ ⑤ ｂ

問10 ① ｃ ② ｃ ③ ａ ④ ｃ ⑤ ｂ

問11 ① ｄ ② ｄ ③ ｃ ④ ｃ ⑤ ｂ

問12 ① ａ ② ａ ③ ｂ ④ ｃ ⑤ ｄ

問13 ① ｄ ② ａ ③ d ④ ｄ ⑤ ｄ

問14 ① ｄ ② ｂ ③ ｂ ④ ｄ ⑤ ｄ

問15 ① ｂ ② ｃ ③ ｂ ④ ｄ ⑤ ａ

第23回　グラフィックデザイン検定

解　　答　　用　　紙　　（　１　級　）

学校番号

公益社団法人　全国工業高等学校長協会



受検番号 氏名

問１ ① ② ③ ④ ⑤

問２ ① ② ③ ④ ⑤

問３ ① ② ③ ④ ⑤

問４ ① ② ③ ④ ⑤

問５ ① ② ③ ④ ⑤

問６ ① ② ③ ④ ⑤

問７ ① ② ③ ④ ⑤

問８ ① ② ③ ④ ⑤

問９ ① ② ③ ④ ⑤

問10 ① ② ③ ④ ⑤

問11 ① ② ③ ④ ⑤

問12 ① ② ③ ④ ⑤

問13 ① ② ③ ④ ⑤

問14 ① ② ③ ④ ⑤

問15 ① ② ③ ④ ⑤

公益社団法人　全国工業高等学校長協会

学校番号

第23回　グラフィックデザイン検定

解　　答　　用　　紙　　（　１　級　）



































ａ　310mm

ｂ　420mm

ｃ　530mm

ｄ　640mm

④　次の上製本に関する記述で、正しいものを選びなさい。

ａ　「綴じ」には接着剤あるいは針金が使われる。

ｂ　開きやすくするためにホローバックの背がある。

ｃ　表紙を１ページ目（あるいは表１）とする。

ｄ　表紙と本文は同じサイズである。

⑤　次の本の中身に関する記述で、間違っているものを選びなさい。

ａ　扉は、書名が改めて記してあり、内容へと誘う入り口でもある。

ｂ　奥付は、書名、初版発行日、増刷版発行日、著者名、発行所、発行人、印刷所、製本所などを記してある。

ｃ　付録は、本文解説や広告文を入れ、書店での視覚効果を高めるものをいう。

ｄ　カバーは、本の顔となるもの。視覚的な面とともに手触りでも訴えることができ、紙質や加工方法を工夫するこ

　とができる。



受検番号 氏名

問１ ① d ② c ③ a ④ b ⑤ a

問２ ① b ② a ③ c ④ a ⑤ a

問３ ① b ② c ③ c ④ a ⑤ b

問４ ① ａ ② ａ ③ ｂ ④ ｃ ⑤ ａ

問５ ① ｂ ② ａ ③ ｂ ④ ｃ ⑤ ａ

問６ ① ｃ ② ｂ ③ ｂ ④ ａ ⑤ ｂ

問７ ① ｂ ② ａ ③ ｂ ④ ｃ ⑤ ｃ

問８ ① ａ ② ｄ ③ ｃ ④ ｃ ⑤ ｂ

問９ ① ａ ② ｃ ③ ａ ④ ｄ ⑤ ｂ

問10 ① ａ ② ｂ ③ ｂ ④ ｄ ⑤ ａ

問11 ① ｂ ② ｄ ③ ｃ ④ ｂ ⑤ ａ

問12 ① ａ ② ｃ ③ ｄ ④ ｂ ⑤ ｃ

問13 ① ｃ ② ｄ ③ ｄ ④ ｂ ⑤ ａ

問14 ① ｄ ② ａ ③ ａ ④ ｃ ⑤ ｄ

問15 ① ｃ ② ｄ ③ ｄ ④ ｂ ⑤ ｃ

第23回　グラフィックデザイン検定

解　　答　　用　　紙　　（　２　級　）

学校番号

公益社団法人　全国工業高等学校長協会



受検番号 氏名

問１ ① ② ③ ④ ⑤

問２ ① ② ③ ④ ⑤

問３ ① ② ③ ④ ⑤

問４ ① ② ③ ④ ⑤

問５ ① ② ③ ④ ⑤

問６ ① ② ③ ④ ⑤

問７ ① ② ③ ④ ⑤

問８ ① ② ③ ④ ⑤

問９ ① ② ③ ④ ⑤

問10 ① ② ③ ④ ⑤

問11 ① ② ③ ④ ⑤

問12 ① ② ③ ④ ⑤

問13 ① ② ③ ④ ⑤

問14 ① ② ③ ④ ⑤

問15 ① ② ③ ④ ⑤

公益社団法人　全国工業高等学校長協会

学校番号

第23回　グラフィックデザイン検定

解　　答　　用　　紙　　（　２　級　）



































受検番号 氏名

問１ ① d ② a ③ c ④ d ⑤ b

問２ ① a ② a ③ b ④ b ⑤ c

問３ ① a ② b ③ d ④ a ⑤ a

問４ ① ｂ ② ｂ ③ ｃ ④ ｂ ⑤ ｄ

問５ ① ａ ② ａ ③ ｂ ④ ｄ ⑤ ｂ

問６ ① ａ ② ｃ ③ ｄ ④ ｄ ⑤ ａ

問７ ① ｂ ② ｃ ③ ａ ④ ｄ ⑤ ａ

問８ ① ｂ ② ｃ ③ ｂ ④ ａ ⑤ ｃ

問９ ① ａ ② ｂ ③ ｄ ④ ｃ ⑤ ａ

問10 ① ｃ ② ａ ③ ａ ④ ａ ⑤ ｂ

問11 ① ｃ ② ｄ ③ ａ ④ ｃ ⑤ ｃ

問12 ① ａ ② ｃ ③ ｂ ④ ｄ ⑤ ｄ

問13 ① ｂ ② ｄ ③ ｂ ④ ａ ⑤ ｄ

問14 ① ｂ ② ｄ ③ ｂ ④ ａ ⑤ ａ

問15 ① ｃ ② ｃ ③ ａ ④ ｄ ⑤ ｂ

第23回　グラフィックデザイン検定

解　　答　　用　　紙　　（　３　級　）

学校番号

公益社団法人　全国工業高等学校長協会



受検番号 氏名

問１ ① ② ③ ④ ⑤

問２ ① ② ③ ④ ⑤

問３ ① ② ③ ④ ⑤

問４ ① ② ③ ④ ⑤

問５ ① ② ③ ④ ⑤

問６ ① ② ③ ④ ⑤

問７ ① ② ③ ④ ⑤

問８ ① ② ③ ④ ⑤

問９ ① ② ③ ④ ⑤

問10 ① ② ③ ④ ⑤

問11 ① ② ③ ④ ⑤

問12 ① ② ③ ④ ⑤

問13 ① ② ③ ④ ⑤

問14 ① ② ③ ④ ⑤

問15 ① ② ③ ④ ⑤

公益社団法人　全国工業高等学校長協会

学校番号

第23回　グラフィックデザイン検定

解　　答　　用　　紙　　（　３　級　）


